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新聞班

滋賀大会が開催

文
化
部
の
祭
典

湖
国
滋
賀
に
花
開
く

膳所高生による

堂々たる大会宣言

高
校
文
化
部
に
よ
る
記
念
す

べ
き
祭
典
、
第
41
回
近
畿
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
滋
賀
大
会
が
、

私
た
ち
の
愛
す
べ
き
故
郷
滋
賀

県
で
行
わ
れ
た
。

総
合
開
会
行
事
は
11
月
14
日

(

日
）
午
後
2
時
～
午
後
4
時
、

滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
県
内
６
校

か
ら
な
る
日
本
音
楽
部
会
に
よ

る
華
や
か
な
邦
楽
演
奏
「
き
ら

め
く
湖
か
ら
」
が
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
飾
っ
た
。

滋
賀
県
の
良
さ
を
再
発
見

栄
誉
あ
る
大
会
宣
言
を
大
会
副

委
員
長
で
あ
る
膳
所
高
校
２
年
の

中
川
朝
陽
君
が
高
ら
か
に
声
を
上

げ
た
。
高
校
生
ら
し
い
活
気
あ
ふ

れ
る
宣
言
は
、
更
な
る
滋
賀
大
会

の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
さ
せ
た
。

中
川
君
は
語
る
。
「
こ
の
よ
う
な

場
所
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
、
感

謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

滋
賀
大
会
は
10
年
に
１
回
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
何
が
何
で
も
成
功
さ

せ
る
と
決
意
し
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
通
し
て
、
滋
賀
県
内
の
高
校

生
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
色
々
な

価
値
観
を
知
り
、
滋
賀
の
良
さ
を

再
発
見
で
き
ま
し
た
。
滋
賀
は
す

ご
い
！
」
。

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り

会
合
の
回
数
は
減
少
し
、
開
催
自

体
も
危
ぶ
ま
れ
た
。
式
典
終
了
時

高
校
生
た
ち
の
目
か
ら
涙
が
流
れ

る
姿
も
見
つ
け
た
。
こ
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
の
彼
ら
の
熱
い
思
い

は
、
必
ず
み
ん
な
の
勇
気
と
な
る

に
違
い
な
い
。
関
係
者
の
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
！

第
１
部
式
典
で
は
参
加
し

た
10
府
県
の
紹
介
も
行
わ

れ
た
。
各
県
の
個
性
豊
か

な
魅
力
あ
ふ
れ
る
紹
介
映

像
に
、
会
場
か
ら
は
「
感

染
症
流
行
収
束
後
は
、
ぜ

ひ
観
光
地
を
訪
れ
た
い
」

と
の
声
も
聞
こ
え
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
歌
わ
れ

た
新
し
い
滋
賀
県
の
歌

「
び
わ
湖
ト
ワ
」
の
大
合

唱
は
感
動
の
嵐
を
巻
き
起

こ
し
、
会
場
全
員
の
心
に

残
る
素
晴
ら
し
い
総
合
開

会
行
事
と
な
っ
た
。

マスコットキャラクター

湖楠
（うみな）
滋賀県の花
シャクナゲが
モチーフ

コロナ禍でも負けない滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールでのフィナーレ

第
１
部
式
典

府
県
紹
介

10
年
に
一
度
の
大
舞
台
！

膳所高校２年 中川朝陽君
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彦
根
東
高
校
で
講
演
を
聞
く

滋
賀
県
立
文
化
産
業

交
流
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
に
は
各
校
の
熱

意
の
こ
も
っ
た
新
聞
が

展
示
さ
れ
た
。

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

見
つ
め
る
新
聞
部
員
の

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受

け
ら
れ
た
。

新
聞
部
門
大
会
は
20
日

（
土
）
21
日
（
日
）
両
日

開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
は

米
原
市
の
滋
賀
県
立
文
化

産
業
交
流
会
館
で
行
わ
れ

た
。
編
集
会
議
を
終
え
、

参
加
し
た
各
校
の
新
聞
部

員
は
、
班
ご
と
に
長
浜

コ
ー
ス
・
彦
根
コ
ー
ス
に

別
れ
、
取
材
活
動
を
行
い

新
聞
を
製
作
し
た
。
今
後

の
取
材
活
動
に
活
用
で
き

る
貴
重
な
体
験
の
数
々
に

各
部
員
は
心
か
ら
喜
ん
で

い
た
。

開
会
行
事
第
２
部
で
は
滋

賀
県
に
伝
承
さ
れ
る
民
話

『
湖
國
浮
世
絵
八
景
～
俵
藤

太
大
百
足
退
治
伝
説
』
を

テ
ー
マ
と
し
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

第
２
部
の
進
行
は
、
膳
所

高
校
か
ら
、
１
年
生
の
藤
田

紗
弥
子
さ
ん
、
宮
嶋
ひ
な
の

さ
ん
に
よ
る
司
会
で
行
わ
れ

た
。
無
事
大
役
を
や
り
遂
げ

た
２
人
。

今
回
の
感
想
を
聞
く
と
、

「
滋
賀
県
内
だ
け
で
は
な
く

た
く
さ
ん
の
高
校
生
と
友
人

に
な
れ
た
こ
と
が
、
生
涯
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
番

の
思
い
出
で
す
」
と
こ
ぼ
れ

る
よ
う
な
笑
顔
で
語
っ
た
。

～
彦
根
城
下
町
探
索
～

晴
天
の
下
、
彦
根
城

近
く
の
美
し
い
街
並
み

の
中
、
各
校
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
最
初
緊

張
し
て
い
た
高
校
生
も

可
愛
い
ひ
こ
に
ゃ
ん
に

会
い
、
近
江
牛
コ
ロ
ッ

ケ
を
ほ
お
ば
り
ご
満
悦
。

会
場
で
配
布
さ
れ
た

手
作
り
コ
ー
ス
マ
ッ
プ

第
２
部

膳
所
高
生
が
大
活
躍

第
２
部

膳
所
高
生
が
大
活
躍

「
滋
賀
に
は
見
ど
こ

ろ
が
い
っ
ぱ
い
！
こ

ん
な
に
楽
し
い
と
は

予
想
以
上
。
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し

い
」他

府
県
の
生
徒
の

声
に
新
聞
班
の
責
任

を
感
じ
る
楽
し
い
２

日
と
な
っ
た
。

四
番
町
ス
ク
エ
ア

第
二
景

膳
所
高
校
か
る
た
班
演
技

湖 國 浮 世 絵 八 景
～俵藤太大百足退治伝説

浮世絵四景 「瀬田川に潜む龍の願い」

浮世絵第三景「勇猛なる俵藤太」

「おいしい」 近江牛コロッケ！ 新聞展示（イベントホールで）

膳
所
高
校
を
は
じ
め
、
県

内
７
校
の
合
同
合
唱
団
に
よ

る
組
曲
「
海
の
詩
」
か
ら
２

曲
が
歌
わ
れ
た
。
見
事
な
歌

声
で
熱
唱
、
会
場
に
感
動
を

響
か
せ
た
。
第
二
の
景
で
は

膳
所
高
校
か
る
た
班
が
近
江

に
ま
つ
わ
る
和
歌
を
使
っ
た

力
強
く
美
し
い
演
技
を
披
露

し
た
。
こ
の
後
、
第
七
の
景

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
び
わ
湖
ト

ワ
」
ま
で
、
高
校
生
の
レ
ベ

ル
を
は
る
か
に
超
え
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
数
々
の
制
限

を
吹
き
飛
ば
し
、
第
八
の
景

と
し
て
始
ま
る
17
部
門
の
大

会
の
成
功
を
予
感
さ
せ
る
素

晴
ら
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
な
っ
た
。


